
安全上の警告

この配布資料には、このシャーシの取り扱いに必要な安全上の警告が記載されています。シャー

シを設置または使用する前に、この安全上の警告を確認し、負傷や機器の損傷を避けてくださ

い。

各国語で記された安全上の警告については、『Regulatory Compliance and Safety Information —
Cisco 8000 Series Routers』を参照してください。

安全上の警告は、次の各セクションにまとめられています。

•標準の警告文（1ページ）
•個人の安全と機器の保護のための安全に関する注意事項（3ページ）
•モジュールの脱着の安全上の注意事項（4ページ）
•電気機器の安全な取り扱い（5ページ）
• NEBSに関する注意および規格準拠宣言（7ページ）
•電源モジュールに関する考慮事項（8ページ）
• ESDによる損傷の防止（9ページ）

標準の警告文

ステートメント 1071 -警告の定義

安全上の重要な注意事項

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意

してください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。各

警告の冒頭に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警告を参照し

てください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告
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https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/iosxr/cisco8000/rcsi/regulatory/compliance/RCSI-0420-book.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/iosxr/cisco8000/rcsi/regulatory/compliance/RCSI-0420-book.pdf


ステートメント 407 -日本語での安全上の注意

製品を使用する前に、安全上の注意事項を読むことを強くお勧めします。

https://www.cisco.com/web/JP/techdoc/pldoc/pldoc.html

製品を設置するときには、付属のまたは指定された接続ケーブル、電源コード、およびACア
ダプタを使用してください。

〈製品使用における安全上の注意〉

www.cisco.com/web/JP/techdoc/index.html

接続ケーブル、電源コードセット、ACアダプタ、バッテリなどの部品は、必ず添付品または

指定品をご使用ください。添付品・指定品以外をご使用になると故障や動作不良、火災の

原因となります。また、電源コードセットは弊社が指定する製品以外の電気機器には使用

できないためご注意ください。

（注）

ステートメント 1003 - DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップグ

レードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告

ステートメント 1006 -ラックへの設置と保守に関するシャーシ警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項

に従ってください。

•ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

•ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

•ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

ステートメント 1017 -立ち入り制限区域

この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。熟練者、教育を受

けた担当者、または資格保持者のみが立ち入り制限区域に入ることができます。

警告
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https://www.cisco.com/web/JP/techdoc/pldoc/pldoc.html


ステートメント 1022 -デバイスの切断

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な切断装置を固定配線に組み込

む必要があります。

警告

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

ステートメント 1049 -ラックの設置

身体に傷害を負うリスクを軽減するために、シャーシは建物に恒久的に固定されたラックに取

り付けてください。

警告

ステートメント 9001 -製品の廃棄

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。

警告

個人の安全と機器の保護のための安全に関する注意事項
安全を確保して、機器を保護するため、次のガイドラインに従ってください。このリストに

は、生じる可能性のある危険な状況がすべて網羅されているわけではありません。したがっ

て、注意する必要があります。

•システムを移動する前に、必ずすべての電源コードおよびインターフェイスケーブルを外
してください。

•回路の電源が切断されていると思い込まないで、必ず確認してください。

•取り付けの前後は、シャーシの周辺をできるだけ埃のない清潔な状態に保ってください。

•工具とアセンブリコンポーネントは、通行の邪魔にならない場所に保管してください。

•危険を伴う作業は、1人では行わないでください。

•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。

•シャーシに引っ掛かるような衣服は着用しないでください。

•眼を傷つける可能性がある場合は、作業時に保護眼鏡を着用してください。

安全上の警告
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モジュールの脱着の安全上の注意事項
シャーシで作業をする場合は、次の安全上の注意事項に従ってください。

ステートメント 1006 -ラックへの設置と保守に関するシャーシ警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項

に従ってください。

•ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

•ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

•ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

ステートメント 1008 -クラス 1レーザー製品

クラス 1レーザー製品です。

警告

ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な

予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があり、

機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

（注）

ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義について

は、「ステートメント 1089」を参照してください。

警告

安全上の警告
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電気機器の安全な取り扱い

ステートメント 1003 - DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップグ

レードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告

ステートメント 1022 -デバイスの切断

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な切断装置を固定配線に組み込

む必要があります。

警告

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

ステートメント 1028 -複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすために、す

べての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

ステートメント 1046 -装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続

し、最後に取り外します。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

警告
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ステートメント 2004 -アース線機器

この装置は、放射およびイミュニティに関する要件に準拠するようにアースされていることが

前提になっています。通常の使用時には、必ずスイッチのアースラグがアースされているよう

にしてください。

警告

ステートメント 1073 -ユーザが保守可能な部品なし

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1074 -地域および国の電気規則への適合

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告

電気機器を取り扱う際には、次の注意事項に従ってください。

•部屋の緊急電源遮断スイッチを確認します。電気事故が発生した場合、迅速に電源をオフ
にすることができます。

•システムで作業を開始する前に、DCメイン遮断器をオフにし、電源端子ブロックのケー
ブルを取り外します。

•次のときはすべての電源を切断してください。

•電源付近で作業する場合

•デバイスシャーシまたはネットワークプロセッサモジュールの取り付けまたは取り
外しを行う場合

•ほとんどのハードウェアアップグレードを行う場合

•故障していると思われる機器は取り付けないでください。

•床が濡れていないか、アースされていない電源延長コードや保護アースの不備などがない
かどうか、作業場所の安全を十分に確認してください。

•回路の電源が切断されていると思い込まないで、必ず確認してください。

•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。

•電気事故が発生し、負傷しなかった場合は、次のように対処してください。

•負傷しないよう注意してください。

•デバイスに対する電源をオフにしてください。

•必要に応じて、医学的な配慮を行ってください。

安全上の警告

6

安全上の警告

電気機器の安全な取り扱い



電源は切断されているが、電話回線またはネットワークケーブルには接続されている機器を取

り扱う場合は、次のガイドラインに従ってください。

•電話回線の設置または変更時には、注意してください。

•防水設計されていない電話ジャックは、湿気の多い場所に取り付けないでください。

•雷が発生しているときには、電話線の接続を行わないでください。

NEBSに関する注意および規格準拠宣言
この項では、NEBS-GR-1089-CORE規制のコンプライアンスに関する考慮事項と要件を示しま
す。

ステートメント 7003：建物内雷サージに対するシールドケーブルの要件

装置またはサブアセンブリの建物内ポートは管理イーサネットポートであり、両端が接地され

ているシールドされた建物内のケーブル配線またはワイヤ配線を使用する必要があります。

警告

ステートメント 7005：建物内落雷サージおよび AC電源障害

装置またはサブアセンブリの屋内ポート（管理イーサネットポート）は、建物内配線や非露出

配線、またはケーブル配線のみの接続に適しています。機器またはサブアセンブリの屋内ポー

トは、OSPまたはその配線につながるインターフェイスに6m（約20フィート）以上にわたっ
て金属的に接続しないでください。これらのインターフェイスは屋内インターフェイス専用

（GR-1089に記載されたタイプ 2、タイプ 4、またはタイプ 4aポート）に設計されており、屋
外用の OSPケーブルと区別する必要があります。一次保護装置を追加しても、これらのイン
ターフェイスを OSP配線系統に金属的に接続するには保護が不十分です。

警告

ステートメント 8015 -ネットワークテレコミュニケーション施設での設置場所

この装置は、ネットワークテレコミュニケーション施設での設置に適しています。

（注）

ステートメント 8016 - National Electric Code（NEC）が適用される設置場所

この装置は、NECが適用される場所での設置に適しています。

（注）

安全上の警告
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電源モジュールに関する考慮事項
設置場所の電源を調べ、クリーンな電力（スパイクやノイズのない電力）が供給されているこ

とを確認してください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

電源接続に関するガイドライン

ここでは、デバイスの電源装置を設置場所の電源に接続する場合のガイドラインを示します。

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

DC電源システムのガイドライン

DC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•シャーシの各電源装置には、それぞれ専用の入力電源があります。入力電源は、UL
60950-1、UL62368-1、CSA60950-1、CSA62368-1、EN60950-1、EN62368-1、IEC60950-1、
および IEC 62368-1規格の安全超低電圧（SELV）要件に準拠する必要があります。

•回路は、専用の 2極 DC遮断器で保護します。電源装置の入力定格および地域または国の
規定に適合するサイズの遮断器を使用してください。

•遮断器は切断装置として、容易に手が届く場所に設置します。

•システムアースは、電源装置とシャーシのアースです。

•アースラグを使用して、整備中に静電気防止用のリストストラップを取り付けます。

• DC戻り線は、システムフレームやシステムアース機器に接続しないでください。

• DC戻り線がソース側にアース接続されていることを確認します。

•機器の各給電部が異なる電源に接続されていることを確認します。

AC電源システムのガイドライン

AC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•各シャーシの電源装置に専用の分岐回路が付いていることを確認してください。

•電源装置の入力定格および地域または国の規定に適合するサイズの遮断器を使用してくだ
さい。

安全上の警告
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•シャーシとプラグ接続するAC電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してく
ださい。レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続す

る必要があります。

電力損失の防止

デバイスへの電力損失を防ぐには、次のガイドラインを使用します。

•入力電源の損失を防止するために、電源装置に供給する各回路の最大負荷が配線およびブ
レーカーの電流定格の範囲内に収まるようにする必要があります。

•システムによっては、UPSを使用して、設置場所の電源障害から保護できます。鉄共振テ
クノロジーを使用する UPSタイプは使用しないでください。このタイプの UPSは、デバ
イスなどのシステムに使用すると、バーストデータトラフィックパターンによって入力

電流が大きく変動し、動作が不安定になることがあります。

デバイスの稼働に必要な配電システムを計画するには、電力要件を判別しておく必要がありま

す。

ESDによる損傷の防止
静電放電（ESD）によって機器が損傷し、電子回路に不具合が生じる可能性があります。静電
放電は、電気プリント基板の取り扱いが不適切な場合に生じ、障害あるいは断続的障害を引き

起こします。モジュールの取り外しおよび交換時は、静電放電防止手順に必ず従ってくださ

い。

•デバイスが電気的に接地されていることを確認してください。

•静電気防止用リストストラップを肌に密着させて着用してください。不要な ESD電圧を
アースに流すために、シャーシフレームの塗装されていない表面にクリップを留めます。

静電破壊と感電を防ぐために、リストストラップとコードは効果的に使用する必要があり

ます。

•リストストラップを使用できない場合、シャーシの金属部分に触れることで自分自身を
アースしてください。

•コンポーネントの取り付けを行うときには、イジェクトレバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バックプレーンまたはミッドプレーンのバスコネクタに適切に固定してください。

これらの器具は、プロセッサの脱落を防ぐだけではなく、システムに適切なアースを提供

し、バスコネクタを確実に固定させるために必要です。

•コンポーネントの取り外しを行うときには、イジェクトレバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バックプレーンまたはミッドプレーンからバスコネクタを外してください。

•コンポーネントはハンドルまたは端だけを持ち、プリント基板またはコネクタには決して
触れないでください。

安全上の警告
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•取り外したコンポーネントは、基板側を上向きにして、静電気防止用シートに置くか、静
電気防止用容器に入れます。コンポーネントを工場に返却する場合は、ただちに静電気防

止用容器に入れてください。

•プリント基板と衣服が接触しないように注意してください。リストストラップは体内の静
電気からコンポーネントを保護するだけです。衣服の静電気によってコンポーネントが損

傷することがあります。

•金属製フレームからプリント基板を取り外さないでください。

機器の安全を確保するために、静電気防止用リストストラップの抵抗値を定期的にチェックし

てください。1～ 10 MOhmの値を維持します。

安全上の警告
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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